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1 はじめに 
 

本書では、ＥａｒｔｈＦｉｎｄｅｒ Ver3.7 で追加／改修した機能の紹介を行います。 

EarthFinderのASPサービス版であるMarketFinder@SPも、同じGISエンジンを利用していますので、ここで紹介する機能

が適用されますが、一部Web版であることの制約から機能に制限があるものもありますので、それについては本書で注記

します。 

 

EarthFinderVer3.7 では以下の機能を追加／改修しました。 

 

○ KML エクスポート 

EarthFinder で作成したエリア、プロットを KML 形式でエクスポートする機能を追加しました。店舗商圏範囲などを Google

の航空写真に重ね合わせて表示することができます。 

 

○ スパイダー表示 

中心プロットと周辺のプロット（例えば店舗と顧客）を線分で結んで地図上に示す「スパイダー表示」機能を追加しました。

顧客の分布範囲などを地図上で確認することができます。 

 

○ 集計処理改修 

グラフパネル上の操作に以下の追加／改修を行い、利便性等を向上させｔました。 

・ 表示指標選択の簡易化 

・ 指標の追加 

・ 按分方法の選択 

・ 按分時の集計方法指定 

・ 明細の細分集計 

・ 集計結果条件抽出の拡張 

 

○ 店舗相関分析データ 

複数の店舗を中心とした商圏について、統計値、近傍プロットとの距離、プロットの属性値などの集計を行う機能を追加し

ました。店舗売り上げと周辺人口数などの相関関係を検討するためのデータを集計することができます。 

 

○ マーケットレポート 

エリアパネルで作成したエリアを商圏として、マーケットレポートパネルの分析レポートができるようになりました。 

 

○ その他 

ローカルプロットの管理にSQLiteデータベースを使用するようにしました。これにより大量プロット操作時のメモリの消費を

抑え、パフォーマンスを向上します。 

 

ASP 版（MarketFinder@sp）では以上の機能追加／改修に加えて、 

○ 番地号レベルの住所名マッチング 

○ 縦断高低図 

が可能となります。 

 



  ＥａｒｔｈＦｉｎｄｅｒ（ＭａｒｋｅｔＦｉｎｄｅｒ＠ｓｐ）Ｖｅｒｓｉｏｎ3.7.0 ご紹介 

 

 2 

 

 

Copyright© KOKUSAI KOGYO CO.,LTD. All Rights Reserved. 

 

2 KML エクスポート 
EarthFinder で作成したエリア、プロットを KML 形式でエクスポートする機能を追加しました。店舗商圏範囲などを Google

の航空写真に重ね合わせて表示することができます。 

 

 
 

出力されるのは、プロット、エリアの形状情報と名称ですが、以下の制約があります。。 

・エリア エリア塗りのハッチパターンは反映されません。ハッチを設定している場合は塗りつぶしで出力されます。 

・プロット アイコンは反映されません。GoogleEarth 標準のピンマークとなります。 

 

KML エクスポート機能の呼び出しは、 

・ 「ファイル」メニューの「KML ファイル書き込み」 

・ プロットパネルの 

「プロット機能▼」－「KML ファイル書き込み」 

グループツリーでのマウス右クリックメニュー「KML ファイル書き込み」 

・ エリアパネルの 

「エリア機能▼」－「KML ファイル書き込み」 

グループツリーでのマウス右クリックメニュー「KML ファイル書き込み」 

から行います。 

 

地図や購入されたエリアデータ、プロットデータには著作権があります。それらを KML ファイルに出力して第三者に提供し

たり、公開することは著作権侵害となります。 
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3 スパイダー表示 
中心プロットと周辺のプロット（例えば店舗と顧客）を線分で結んで地図上に示す「スパイダー表示」機能を追加しました。

顧客の分布範囲などを地図上で確認することができます。 

 

 
 【複数表示】 

 

 

【スパイダー表示】 

 

【設定画面】 
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スパイダー表示は、基本的には起点となるプロット（例えば店舗プロット）とリンク先のプロット（例えば顧客プロット）を線分

で結んで表示する機能ですが、以下のような設定が可能です。 

 

・ 属性値が等しいプロット同士をリンク表示する 

例えば、店舗プロットと顧客プロットともに「店舗コード」という属性項目をもっている場合、その値が等しいものをリン

ク付けして表示します。 

 

・ 属性によってリンク先のプロットを限定する 

起点と結びつけるプロットを属性値によって限定し、例えば、「売り上げランク」がＡの顧客のみを対象として、スパイ

ダー表示による顧客分布を見ることができます。 

 

・ 属性の値によってリンク線の表示属性を変更する。 

例えば、属性項目「性別」や「年代」の値や、「顧客ランク」の値によって線色・線幅を変更して表示することが可能で

す。 

 
 

その際、条件に合致しないプロットとのリンク線の表示／非表示を選択できるので、例えば顧客ランクＡの顧客のみと

のスパイダー表示を行うこともできます。 

 

・ 検索範囲を指定する 

属性項目の条件に加えて、起点とリンク先のプロット間の距離（直線距離）の制限を設けることができます。これによ

りたまたま立ち寄った遠方の顧客などのノイズ要素を除去することが可能です。 

 

・ スパイダー表示の保存 

作成したスパイダー表示は、その線分形状をエリアデータとして保存できます。 

 

スパイダー機能の呼び出しは、 

・ プロットパネルの 

「プロット機能▼」－「スパイダー表示」 

グループツリーでのマウス右クリックメニュー「スパイダー表示」 

から行います。 
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4 集計処理改修 
グラフパネル上の操作に以下の追加／改修を行い、利便性等を向上させｔました。 

・ 表示指標選択の簡易化 

・ 指標の追加 

・ 按分方法の選択 

・ 按分時の集計方法指定 

・ 明細の細分集計 

・ 集計結果条件抽出の拡張 

 

 

(1) 表示指標選択の簡易化 

グラフパネル上から、界面グラフとして表示する指標を簡単に変更できるようにしました。 

 
 

(2) 指標の追加 

すでに集計済みのグラフに対して、後から指標を追加して集計することができるようになりました。 

 

 

 

 

 

(3) 按分方法の選択 

商圏円などのエリアに対して、町丁目やメッシュを集計単位とした統計データを集計する場合、現在はエリアにかかる面

積の割合で統計値を按分して集計しています（面積按分）。 

今回の改修では面積按分に加えて、 

重心が含まれれば集計 

ｘｘ％以上かかれば集計 

の選択を追加しました。 
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(4) 按分時の集計方法指定 

面積で統計値を按分する場合、人口や世帯数など量のデータであれば問題はありませんが、比率や人口密度といった統

計値の場合、按分計算で算出された値は意味のないものとなります。 

今回、按分時の算出方法として、合計／平均／最大／最小から選択できるようにしました。 

 
 

(5) 明細の細分集計 

顧客などのプロットデータを例えば町丁目単位で集計したとき、個々の町丁目内のプロットの属性項目の値によってそれ

ぞれの件数をカウントできる機能を追加しました。 

 
 

 
 

(6) 集計結果条件抽出の拡張 

集計結果条件抽出の「空白地域」「吸引円」では、プロットを中心とした商圏「円」を作成し、そこにかかる地域、かからない

地域を抽出条件として設定していました。今回の改修では円に加えて、到達圏や任意に作成したエリア（エリアグループを

指定）によって、「空白地域」「吸引エリア」の指定ができるようにしました。 
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ただし、到達圏エリア作成（到達圏探索）は計算量が多い処理であるため、大量のデータを一括して作成するとコンピュー
タに多大な負荷がかかります。このためＡＳＰ版（MarketFinder@asp）では、同時に利用されているユーザへの影響が懸念
されるため、到達圏による空白地域、空白エリアは使用不可とさせていただきます。ご了承下さい。 
 

5 店舗相関分析データ 
複数の店舗を中心とした商圏について、統計値、近傍プロットとの距離、プロットの属性値などの集計を行う機能を追加し

ました。店舗売り上げと周辺人口数などの相関関係を検討するためのデータを集計することができます。 

 

 
 

上の画面は、店舗（プロット名カラム）を中心として１次商圏（半径 500m 円）を作成し、商圏内の統計データ「人口」「世帯

数」、店舗の売り上げ（店舗プロットの属性値）、店舗に一番近い指定プロット（バス停プロット）の名称と距離などを集計し

た結果です。 

 

(1) 分析対象プロットグループ選択 

分析対象のプロット（グループ）を選択します。 

属性項目に条件を付けて、分析対象店舗を絞り込むことが可能です。 
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(2) 集計範囲設定 

（１）で指定した分析対象プロットについて作成する商圏の種類を選

択します。円／到達圏／（任意の）エリアグループから選択が可能で

す。 

エリアグループ指定での商圏、例えばあらかじめ店舗を中心とした円

商圏エリアを作成し、鉄道や道路などバリアによってそのエリアを切

り取り編集したものを用意しておき、そのエリアグループを店舗の商

圏として適用する場合などに使用します。 

 

4-(6) 集計結果条件抽出の拡張と同様、ASP 版（MarketFinder@SP）
では、到達圏を選択した場合、当面分析可能な店舗数の上限を設け 
させていただきます。 
 

 

 

 

 

(3) 集計項目設定 

集計する項目を設定します。以下を組み合わせて選択

することが可能です。 

・ 統計データ 

・ プロット属性 

・ プロット距離 

・ 商圏内プロット集計 

・ エリア属性値 

・ エリア集計 

 

統計データ： 

人口や世帯数など、商圏範囲内の統計データを集計し

ます。集計値の算出方法は、面積按分／重心／ｎ％

かかる、から選択可能です。 

 

プロット属性： 

分析対象プロットの属性値を集計表に取り込みます。

例えば、店舗プロットグループの「売り上げ」などを指

定します。 

 

 

プロット距離： 

分析対象プロットの最も近傍にある他プロットとの直線距離を集計します。例えば、駅や大型ＳＣなどを指定します。 

 

商圏内プロット集計： 

商圏範囲内にあるプロットの件数や属性値を集計します。例えば顧客プロットグループを指定することで、商圏内の

顧客数や来店回数などを集計できます。 

 

エリア属性値： 

分析対象プロット位置にあるエリアの属性値を集計表に取り込みます。例えば、都市地域のエリアデータがあるとして、

そのプロット位置の都市地域コードを取り込むなどが考えられます。 

 

エリア集計： 

商圏範囲内にあるエリアの件数や属性値を集計します。例えば、公園のエリアデータを指定して、商圏内の公園数、

面積を集計するなど。 
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(4) 集計実行 

以上の設定を行い「集計実行」をクリックすると、集計が行われ結果が一覧表示されます。 

 

(5) 集計結果「出力」 

以下の出力が可能です。 

 

・ Excel 保存 

今回のリリースでは、EarthFinder 自体には固有の分析のロジックは搭載しておりませんので、結果を Excel に出力し

て、お客様それぞれの観点で分析を行っていただく形になります。 

 

・ ポートフォーリオ作成 

集計結果から２つの指標を選択して、Excel にポートフォーリオを出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出力イメージ】 

・ プロット属性に取り込み 

集計結果を分析対象プロットの属性項目に取り込むことができます。例えば、この機能を使って店舗の最寄駅を地図

から取得して店舗プロットにセットすることが可能です。 

 

店舗相関分析の呼び出しは、グラフパネル上の「店舗相関分析データ」から行います。 
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6 任意エリアによるマーケットレポート 
エリアパネルで作成したエリアを商圏として、マーケットレポートパネルの分析レポートができるようになりました。 

 

レポート内容はマーケットレポートのものと同一ですが、以下の制限があります。 

・ マーケットレポートパネルで作成中の調査地点はすべてクリアされます。 

・ いちどにひとつのエリアしか指定できません。すなわち、 

・ 指定されたエリアを１次商圏のエリアとしてレポートを作成します。２次、３次商圏エリアは指定できません。 

・ エリアを複数指定した複数地点分析レポートは作成できません。 

 

任意エリアによるマーケットレポート出力機能は、マーケットレポートパネルからではなく、エリアパネルのエリア欄ポップア

ップメニュー、もしくはエリアマウス選択ポップアップメニューで、レポートを作成したいエリアを指定して行います。 

 

    
  ｴﾘｱ欄ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰ ｴﾘｱﾏｳｽ選択ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰ 

 

7 ローカルプロット SQLite 対応 
ローカルプロットの管理にSQLiteデータベースを使用するようにしました。これにより大量プロット操作時のメモリの消費を

抑え、パフォーマンスが向上されます。 

また、プロットグループのプロパティでアイコンを変更した際の処理が高速化されました。 

 

初回起動時にデータのコンバート画面が表示されます。 

 
 

現在ローカルプロットに登録されているデータ量によっては、時間がかかりますが、処理が終了するまでお待ち下さい。 
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8 番地号レベルの住所名マッチング(ASP 版) 
現行のＡＳＰ版（MarketFinder@SP）でのジオコーディング（住所マッチングウィザードによる住所名からの緯度経度付け）

は、町丁目の代表点レベルでしたが、番地号レベルでの緯度経度付けが行えるようになりました。 

MarketFinder@SP のジオコーディングは、お客様のお持ちのジオコーディング対象データをインターネットを経由してサー

バにアップロードすることなく、パソコン内で処理を行う形をとっています。 

このため、逆に、ジオコーディング用住所データがパソコン内にダウンロードされることになります。 

マッチング処理中に、対象となる住所名に該当するデータが、都道府県単位でダウンロードされます。対象のデータが全

国に散らばっている場合、全国分の住所データが必要となりますが、その場合、約 2.7 ギガバイトのハードディスク容量を

必要とすることになりますのでご了承下さい。 

 

 

9 縦断高低図（ＡＳＰ版） 
距離計測機能に、国土地理協会が提供している 10ｍ標高メッシュを利用した縦断高低図表示機能を追加しました。店舗

周辺の起伏等を調査することができます。 

10ｍ標高メッシュは全国で約 15 ギガバイトの大量データとなるので、ASP 版（MarketFinder@SP）のみの提供となります。 
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